
隣
保
館
条
例
で
は
「
地
域
社

会
全
体
の
中
で
福
祉
の
向
上
や

人
権
啓
発
の
住
民
交
流
の
拠
点

と
な
る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
生
活
上
の

各
種
相
談
事
業
や
人
権
課
題
の

解
決
の
た
め
の
各
種
事
業
を
総

合
的
に
行
う
た
め
隣
保
館
を
設

置
す
る
」
と
し
て
お
り
「
息
郷

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
三
吉
会
館
」

と
「
和
（
な
ご
み
）
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

事
業
と
し
て
、

1
、
人
権
・
同
和
問
題
の
速
や

か
な
解
決
に
資
す
る
こ
と
。

２
、
相
談
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

３
、
調
査
お
よ
び
研
究
に
関
す

る
こ
と
。

４
、
自
主
的
活
動
の
育
成
指
導

に
関
す
る
こ
と
等
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
合
併
後
指

定
管
理
制
度
で
運
営
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
同
和
事
業
が

終
結
し
、
そ
の
役
割
を
終
え
、

一
般
住
民
を
対
象
と
し
た
公
共

施
設
へ
の
転
換
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
共
産

党
議
員
団
は
早
く
か
ら
、
人
権

施
策
を
「
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｃ
プ
ラ
ザ
」
に
統
合
し
、

「
息
郷
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
」

と
「
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

は
地
元
へ
の
移
管
を
主
張
し
て

き
ま
し
た
（
平
成
25
年
9
月
定

例
会
・
富
田
茂
議
員
）
。
こ
の

質
問
に
対
し
て
市
長
よ
り
「
そ

う
い
う
流
れ
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
以
後
も
幾
度
と
な
く
、

市
議
会
に
お
い
て
質
問
や
討
論

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成

29
年
6
月
議
会
の
太
田
幸
代
議

員
の
一
般
質
問
で
総
務
部
長
は

「
平
成
31
年
3
月
末
の
指
定
管

理
期
間
終
了
後
、
円
滑
か
つ
確

実
に
譲
渡
な
ど
が
図
れ
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

協
議
を
進
め
て
い
く
。
」
「
具

体
的
な
協
議
内
容
で
す
が
、
例

え
ば
自
治
会
館
と
し
て
活
用
い

た
だ
く
に
は
施
設
の
規
模
が
大

き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
維
持
管

理
や
施
設
活
用
策
の
ほ
か
、
支

援
に
つ
い
て
も
調
整
す
る
。
」

と
の
答
弁
を
し
て
い
ま
す
。

主
要
農
作
物
種
子
法
（
以
下
、

「
種
子
法
」
と
い
う
。
）
を
廃

止
す
る
法
案
が
平
成
29
年
4
月

14
日
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・

成
立
し
、
平
成
30
年
4
月
1
日

に
同
法
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

 
こ
れ
ま
で
県
行
政
は
、
同
法

に
基
づ
き
高
品
質
な
原
種
・
原

原
種
の
生
産
、
供
給
等
を
担
い
、

本
県
の
主
要
農
作
物
で
あ
る
水

稲
、
麦
お
よ
び
大
豆
の
安
定
生

産
や
品
質
向
上
に
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
地

域
農
業
の
振
興
に
大
き
な
貢
献

を
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
種
子
法
の
廃
止
を
受
け
て
、

県
は
関
係
要
綱
を
一
本
化
し
た

「
滋
賀
県
水
稲
、
麦
類
お
よ
び

大
豆
の
種
子
供
給
に
係
る
基
本

要
綱
」
を
制
定
し
、
県
内
で
は

同
要
綱
に
基
づ
く
種
子
生
産
が

開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
一
部
の
府
県
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
が
担
っ

て
き
た
種
子
生
産
に
係
る
業
務

を
外
部
に
移
管
す
る
等
の
方
針

が
示
さ
れ
、
移
管
さ
れ
れ
ば
種

も
み
の
価
格
上
昇
や
品
質
低
下

を
招
き
か
ね
な
い
等
の
報
道
が

な
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
生
産

現
場
に
お
い
て
も
、
将
来
的
に

は
優
良
な
種
子
が
安
定
的
に
供

給
さ
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

米
原
市
に
お
か
れ
て
は
、
地

方
自
治
法
第
99
 
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
今
後
も
県
行
政
が
種

子
生
産
に
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
行

政
対
応
を
継
続
す
る
こ
と
に
必

要
な
予
算
お
よ
び
関
係
部
署
の

人
員
体
制
を
恒
久
的
に
措
置
す

る
観
点
か
ら
、
「
滋
賀
県
水
稲
、

麦
類
お
よ
び
大
豆
の
種
子
供
給

に
係
る
基
本
要
綱
」
の
県
条
例

化
を
内
容
と
す
る
意
見
書
を
滋

賀
県
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
請
願

し
ま
す
。
（
見
出
し
は
編
集
者
）
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第
４
回
定
例
会
は
議
案
23
件
、
請
願
1
件
、
計
24
件
の
議
案
等
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
注
目
す
る
議
案
は
、
米
原
市
立
隣
保
館
条
例
の
廃
止
条
例
と
レ
ー
ク
伊
吹
農
協
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
「
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か
か
る
県
条
例
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
」
請

願
で
す
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
終
え
、
最
終
日
に
採
決
さ
れ
ま
す
。

雑
感

先
週
は
出
入
国
管
理
法
改
定
案
の
衆
議
院
で
の
強
行
採
決
や
水
道
事
業
問
題
を
書
き
ま
し
た
。
今
回

は
「
種
子
法
」
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
伊
吹
よ
り
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
種
子
法
」
は
請
願
の
趣
旨
に
も
書
か
れ
て
あ
る
と
お
り
、
日
本
の
農
業
の
安
定
供
給
や
品
質
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
そ
れ
を
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
廃
止
し
た
の
は
明
ら
か
に
安
倍
政
権
で

あ
り
政
府
与
党
の
自
公
で
す
。
農
業
の
世
界
で
は
種
子
を
制
す
る
も
の
は
世
界
を
制
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
現

在
で
も
野
菜
等
の
種
子
は
モ
ン
サ
ン
ト
な
ど
の
多
国
籍
企
業
が
独
占
し
て
い
ま
す
。
法
律
が
廃
止
さ
れ
な
け
れ

ば
、
こ
ん
な
請
願
も
条
例
も
必
要
な
か
っ
た
。
自
民
党
・
公
明
党
の
方
は
請
願
に
つ
い
て
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
農
協
関
係
者
の
方
々
も
選
挙
で
は
自
民
党
を
支
援
さ
れ
る
方
が
多
い
。
本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
。

隣
保
館
と
は

地
元
へ
の
支
援
が
必
要

種
子
県
条
例
制
定
の
請
願
趣
旨

早
期
に
地
元
移
管
を
主
張

種
子
法
の
果
た
し
た
役
割

要
綱
で
は
な
く
条
例
で

民
間
参
入
の
危
険
性
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